
 

議会運営委員会会議録 
 

１ 日  時  令和５年６月２８日（水） 

 会議時間    ９時５４分開会 １１時０７分閉会 

 

２ 会議場所  役場３階 第１委員会室 

 

３ 出席議員  委員長：橋本晃明 

        委 員：只野敏彦、川上均、中河つる子、深沼達生（欠席） 

        議 長：山下清美 

 

４ 事 務 局  事務局長：大尾 智、次長兼総務係長：川口二郎 

 

５ 議  件 

（１）議会報告会と町民との意見交換会について 

（２）その他 

 

６ 会議内容   別紙のとおり 



議会運営委員会 【開会 ９：５４：閉会 １１：０７】 令和５年６月２８日 

 

 

【開会 ９：５４】 

 

 

（１）議会報告会と町民との意見交換会について 

 

委員長（橋本晃明）：只今から議会運営委員会を開催する。今日は深沼委員が風邪かもし

れないということで欠席である。１番目、議会報告会と町民との意見交換会につ

いてであるが、前回、６月20日に皆さんに色々出していただいた中から、議員定

数などについてということで、報酬や女性議員登用を含む、それから２番目とし

て、人口減少対策ということで、２つ大きなものを出していただいた。その他に

ついては次回ということになっていたと思う。皆さんからこの点についてあれば。 

 

川上委員：前回、議員定数と人口減少を中心にという話だったけれども、議員定数に関し

てはこれから活性化委員会の中で議論していくという内容もあるので、先に町民

に対して議論していくというのは早いのではないかと思う。できれば町の全体の

課題、人口減少も一番大きな課題だろうし、農業や観光の関係の方にシフトした

方が私はいいと思う。 

 

中河委員：女性議員を増やしたらいいというところが議題に入ればいいと思っていた。 

 

只野委員：議員定数は時期尚早ではないかという話であるが、一度町民にどういうことを

思っているのかということを聞くのもいいのではないかと私は思うので、残して

いただきたい。そして、中河委員が言われたように女性議員の登用というところ

も含めて話し合いの場のテーマにしていただければありがたいと思う。 

 

委員長：議員定数などについてということは、前回、テーマにするということを確認させ

ていただいたということで、ただ、川上委員が言うように、まだ提案するような

ものはないというのは確かにそうだと思うが、どのタイミングで町民の声を聞く

かという部分を押さえておけば、逆に町民の声をそこで拾って議会活性化の中で

生かしていくということもできるだろうし、取り下げるということはなくてもい

いと思う。決まったものを報告するというよりは、ざっくばらんな参加者との意

見交換ができればいいと思うので、ここで決めるという立場でなければテーマに

しても良いのではないかと思うが。 

 

川上委員：ようするに、どれだけ議論を深められるかだと思う。単なる上部だけの議論で

あれば、それは単純に人口が減ればいらないのではないかという単純な話にはな

ってくるけれども、前回の報告会のものを見てもらえばわかると思うが、委員会

構成だとか色々な部分を考慮した場合は、前回の特別委員会の中では今の定数を

維持すべきだという内容になっている。そういう部分を理解した上で、町民に対

してもそういう意見もあるということを十分提案した中で、理解した中で議論す

るのであればいいと思う。決して否定するものではない。これは議論しなければ

ならないことなので、我々も事前準備、相当勉強しながら報告会に臨んで聞かな

ければ、上部だけの議論になってしまっては、何のための報告会かと言われてし

まう部分もあるので、その辺を慎重に扱う必要があると思う。取り上げること自

体は別に否定はしていない。皆さんがそういう意向であれば進めていいと思う。 

 

委員長：ついでにと言ってはあれだが、あとは町のことについてテーマをあと２つ、３つ



具体的に議論できるような、意見交換できるようなものを設定したいと思う。 

 

只野委員：時間配分がわからないので、いっぱいテーマを設けてしまうと、１つのテーマ

になかなか時間を割けないという事にならないかどうかというところはどうか

と。 

 

委員長：やり方だと思うが、前回、事務局で調べてもらったものは、ワールドカフェとい

うグループディスカッションのようなものだが、テーブルごとのテーマを４つ、

５つのグループに分かれて、そのテーブルの中で自分のところのテーマ以外のと

ころも途中で移っていけるような話が前回あったけれども、現実的にそれが可能

なのかどうかという時間配分も検討しなければならないけれども、テーブルごと

に分かれて話すので、全部、参加者全員が順番に検討していくということではな

いというのが前回提案したもの。 

 

只野委員：ワールドカフェ自体が今回初めて出たと思うし、やるのが初めてだと思う。皆

さんは４年間やってきたというのがあると思うけれども、私は初めてだから、急

に変わるのはどうかと本当は思っている。一回今までのものをやってというのが

本当はいいのかと思ってはいるけれども、新しいことにチャレンジすることはい

いけれども、４年間あるので、１回目は新人３人が入ったので、急に変わるとい

うよりも今までどおりやってみて、やっぱりこれはだめだと、変えなければだめ

だという方向を探った方がいいのではないかと本当は思っていた。テーブルごと

にテーマを変えるのかどうかというのも、一切決まっていないと思う。同じテー

マでずっと喋ってもいいとも思っているし、あまりにも初めてのことなのでそう

かなと。 

 

委員長：議会報告会と町民との意見交換会は議会の側で設定して町民の方に来てもらって

いることになっているが、私の感想から言うと只野委員は御影と清水の両方出て

いたこともあったので、あまり知らないと言われても説得力がない。 

 

只野委員：議員として知らないということ。 

 

委員長：それは同じではないか。むしろ町民として参加して、もっとこんなふうにしたら

というものがあれば、それをここで生かすというほうが建設的かなと思うが。 

 

只野委員：そういう手もあるけれども、そこの議論をもう少し深めなければならないと思

うし、私みたいに今までのようにやってみようという意見もないわけではないし、

というところで考えた時に、いきなり新しい改選になって、がらっと初めから変

えてしまうというのもどうなのかなと思ってはいた。なかなか進み具合もわから

ないし。 

 

川上委員：私も過去４年間しかやっていないのでわからなかったが、続けて、議員のなり

手不足ということで取り上げて、ここ最近は続けていたけれども、結局議論にな

らない。政策の要望だとか議員個々の意見、考えだとか、議会の運営に関する中

身ではなくて、ずれた中でお互い言いっぱなしという形のものであって、せっか

く集まって議論を深めたいと思っても、実際には単なる要望を言われただけとい

うような感じになっているので、そういう部分では新しく形式を変えて、ワール

ドカフェなりの方が町民との議論が深められるということでは、新たに進めると

いうことはいいのかなと思う。それに先立って、進行は我々議運のメンバーがそ

れぞれ進める立場になると思うし、そういうことも当然議論していかなければな

らないし、あとは、先に進んでいる所、例えば浦幌とかから来てもらって研修を

するとか、万全の体制をある程度とって進める中でやれば、一つの試みとしてい



いのではないかと私は思う。 

 

中河委員：只野委員は町民の側からの意見はあると思うけれども、それを、より話し合い

に来た人たちが入りやすくするためには、興味のある議題が必要だと思う。皆さ

んが思っているようなことがあると、そこに町民の人はそのことを話したいとい

うことで行くだろうし、町民に興味を持ってもらう議題をもっていけば、そこで

発言したい人はできるということで。 

 

川上委員：今までのものはお互い、町民も議員も不完全燃焼だと思う。個々の議員がどう

思っているかを町民の人は聞きたいという話だけれども、議会側としては個人の

意見を言う場ではないので、あくまでも議会としての立場で、全体の中での立場

としての報告なので、基本的に個人で返答はできない、あくまでも決まった人が

答えるような形になっていると、そういう決め方であるので。そういった中でお

互い不完全燃焼だったというのは、やはり改善するためにグループに分かれて、

その中で町民と議員が意見交換をするという方がお互いメリットがあると、そう

いうことで今までのやり方を変えて、そういう方法にしたほうがお互いいいので

はないかということで、今回事務局で提案してもらったワールドカフェがいいの

かわからないけれども、グループごとに分かれて議論するほうが、お互いに話し

やすいのではないかということで話をさせていただく。 

 

只野委員：お互いが不完全燃焼だというのは今初めて聞いた感じがする。というのは、私

は町民として参加していたけれども、町民としては完全に不完全燃焼である。こ

のテーマは本当は聞きたくない、話したくないとかいうテーマであったりして、

でも、そのテーマに沿って話さなければならなくて、町民としては違うこと言い

たいのだけれどと思いながらいると、ある人は、そこにたどり着くためにテーマ

に合わせながら違う質問を出すような形をやっている気がしていた。本当は町民

側からしたら自由に色々な事を聞きたいと思っていた。毎回毎回同じことをやっ

ているので、議員側としては何も不完全燃焼ではなくて、これでいいと思ってい

た。同じことずっとやっているから。なり手不足と言いながら２回連続13人のと

ころ15人出ている。なり手不足ではないと町民からしたら思うし、そういう中で

そのテーマは本当にあっているのかと、後から考えれば思う。議員としてどうな

のかということを自分は思っていたので、議員になった時に前のテーマをやって、

本当に不完全燃焼なのかということは知りたかったけれども、川上委員が言われ

たように、議員も不完全燃焼だったという声があるならば、やり方を変えた方が

いい。そういうふうには思えなかったので。同じことをずっとやっていたし、テ

ーマも一つに絞ってそれ以外はだめという感じで、喋ることできなかったので。

町民側としては本当に不完全燃焼で、最後の方は私は行きたくなくなったところ

があったので。 

 

委員長：栗山町が議会基本条例を作って、議会報告会を各地でやってという話を聞いて自

分たちも始めたが、議会として町民と向かい合う時に、一つ結論が出ているもの

について説明していくということで、個々の議員の賛否とかいうのは押さえてと

いう部分はずっと続いていたと思う。議会というのは色々な考え方を持った方の

集まりと考えれば、そこで一つ出た結論について、反対したけど説明するしかな

いという感じでモヤモヤしたもの、それから、町長部局に伝えるべきものが議会

に向かってやってくるので、前回の報告書を見たら執行機関の下部組織みたいに

なっているので、そういうのではなくて、町の意思を決定していく上で町民の声

をいかに拾うか、出してもらうかという場であったほうがいいのではないかと、

ワールドカフェというのは結論も出さないし、言いっぱなしになってしまう場面

もあるかもしれないけれども、そこで町民と議員が交流していく、意見交換して

いくというのはありなのではないかと感じている。時間の取り方だとか、報告会



の後に意見交換会をするという流れを取って行く中で、このやり方はどうかとい

うことも皆さんに議論していただきたい。暫時休憩する。 

 

【休憩 １０：１６】 

【再開 １０：３４】 

 

委員長：休憩前に引き続き会議を開く。 

 

川上委員：今までの方法をより良くしていくという方法では、参加していただいた皆さん、

そして町民の皆さんと議員との意見が活発にできるという部分では、新しくワー

ルドカフェ形式の手法を取り入れてやったほうがいいと思う。そのための事前準

備の研修は必要と思うけれども、そういう手法で今後進めていく、そして改善点

があれば更に改善していくということで、町民との理解をお互い深めていく方法

をとったほうがいいと私は思う。 

 

只野委員：チャレンジしていくことは大事だし、今までのやり方は私は嫌いだったので、

それを変えていくことは賛成なのでいいと思う。 

 

中河委員：議員の個々の意見を言えるような、話せるような場にしていったほうがいいと

思う。 

 

委員長：細かいことはこれからということになるけれども、報告会は報告会としてコンパ

クトに、そして、意見交換のところは町民も議員も自由で活発な意見交換が本当

の意味でできるようなスタイルでやると、その中でグループ討論、ワールドカフ

ェという方法も含めながら進めていくということでよろしいか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

事務局長（大尾 智）：テーマについては次回以降、更に深めていくということであるが、

今出た段階では、女性議員の登用の部分と議員定数、報酬の部分と人口減少対策、

その３つプラスアルファということで考えていくということで。 

 

委員長：テーマについては足りないと思うので、それぞれ人口減少対策といっても、その

中でクローズアップしたいというものがあれば出していただきたいと思うし、一

つのテーマでやったほうがいいというのであれば、意見交換が有意義なものにな

るようにテーマについてはまた考えていただきたいと思う。よろしいか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

 

（２）その他 

 

委員長：その他、議会活性化についてということで、前回、川上委員からこのような事も

ということで進め方を出していただいたけれども、チェックするものはあると思

うけれども、まず一番は、今の議会で何が足りてないのか、いい部分というのも

あると思うけれども、その問題点はしっかり出していくということをやらないと、

現実とかみ合わない議論をしても仕方ないと思うので、どのような進め方をして

いくかということについて、まず皆さんで確認して、協議してまいりたいと思う。

とりあえず、川上委員から出していただいた資料について説明頂く。 

 

川上委員：あくまでも私の案であるが、こういう方法でやったらどうかと。前提になるの



が議会基本条例、これが果たしていいのかどうかということも含めてやっていっ

て、その中で町民参加の仕方、町民との連携、その中には議会報告会と議会モニ

ターやサポーター制度も含まれる。あと、模擬議会の方法、出前講座や団体との

懇談会をやるのかやらないのか、どういうようにやっていくのかだとか、そして、

大きくＩＴ化の推進、これは町のペーパーレスのこともあるけれども、それに先

んじてできること、議会としてできることとして、このような検討項目をやる。

あと、女性議員の拡大のためにどのような条件整備をしていくとか、議員定数、

議員報酬、そのためには議員報酬は報酬の見直し、政務調査費をどうするか、あ

と、活性化に関する事項、大まかにこれくらいのことを議論すれば網羅されるの

ではないかということで載せさせていただいた。なかなか我々も中身が良くわか

っていないという部分も含めれば、特に進んでいるのが栗山町なので、一回、栗

山町に研修視察として行って、現在の議会の取り組みについて話を聞いてくると

いうのも一つの方法かなと思っている。その他に鷹栖町だとか、先進的に進んで

いる、早稲田大学のマニフェスト研究会で毎年、議会の活性化のランク付けをし

ている。その中で全国で一番進んでいるのが芽室町となっている。そういうとこ

ろを先進地施策として研修して、その中から更に皆さんで議論しながら中身を決

めていき、進めていくのがいいと思っている。 

 

委員長：せっかく説明してもらったので、これについて質問があれば。 

 

只野委員：芽室町が一番手っ取り早いというか、たまたま日曜日に芽室の議員と一緒に飲

んだが、一緒に話し合いをしないかと、議員と議員で。という話もあったので、

一番近くて先進的な、特にあそこは委員会の回数が多いし、充実しているという

ことも思っているので、その点についてでもいいし、色々なことについて視察だ

けではなくて、討論するような部分もいいのではないかと思う。 

 

川上委員：お互いの勉強会ということで、議会の活性化について議論するというのもいい

と思う。例えば、決めるのであれば事務局の方で調整とってもらって、どういう

議論を進めるかというのを決めていけばいいと思うので、そういう方法をとって

もいいと思う。 

 

中河委員：進んでいるところの方と話してみたいし、本当は西部でパークゴルフがあると

いうのも、そういうのに変えていったらもっといいと思うぐらいである。 

 

委員長：暫時休憩する。 

 

【休憩 １０：４４】 

【再開 １０：４９】 

 

委員長：休憩前に引き続き会議を開く。せっかく隣町が議会改革では進んでいるという評

価を得ている町ということもあるので、芽室町とのなにかしらの視察なのか交流

会なのか、そういったものについて一回行うということで、事務局に調整しても

らうということでよろしいか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

委員長：その他に何かあるか。 

 

事務局長：お配りした資料の説明をさせてもらう。川上委員からの資料にも、前回報告書、

調査事項の精査という項目があったが、お配りしたのは前回の調査報告書及びそ

れに添付されていた活動経過と報酬の試算をしたものと、アンケート調査の結果



が出ている。前回の調査では３ページ目以降に書いてあるとおり、やった中で

色々、例えばモニター制度の導入とか、結論としては報酬の部分については上げ

てもいいのではないかということだが、実施については更に今後検討ということ

になった課題もあるが、全体としてこのように前回はやったということになって

いる。あと、広報委員会も今までとは違って常任委員会化されたということがあ

った。もう一つお配りしたものは、毎年、全国町村議会議長会で実態調査をやっ

ていて、その中で色々な項目があるけれども、議員定数の部分と報酬の部分、議

会活性化に向けた取り組み、男女共同参画の取り組み等々について、全国的な状

況をまとめたものである。議員定数と議員報酬の部分は全国の町村議会の状況が

全て載っているので、これが昨年の７月１日現在の全国の状況となっているので、

今後の資料として、改めてご確認いただきたいと思う。 

 

委員長：昔、広報作るのに議員以外の人も入れて作っている町があるとかいう話もあった

けれども、現状そういうので把握しているところはあるか。 

 

事務局長：広報については前回までは、たぶん事務局お任せみたいなところが大きかった

と思うが、今は議員さんそれぞれ分担してやって頂いているので、かなりいい方

法でやられているのではないかと思う。ここまでの議論が活かされていると思う。 

 

委員長：暫時休憩する。 

 

【休憩 １０：５５】 

【再開 １１：０１】 

 

委員長：休憩前に引き続き会議を開く。次回の開催日を決めたいと思う。７月10日10時に

開催したいと思う。 

 

事務局長：その時に芽室の研修について、ちょっと事務局長に打診しておくけれども、具

体的な日程まではまだ詰めておかなくていいということで。 

 

委員長：それでは、本日の議会運営委員会はこれで終了する。 

 

 

【閉会 １１：０７】 


